
伊万里市立伊万里中学校 学校目標「誇りと志をもち、自ら考え行動できる生徒の育成」  

やる気 根気 負けん気 の醸成を通して 

元気いっぱい 
令和８年４月１５日 文責 校長  山本直樹  Ｎｏ.１ 

校庭の桜が満開となり、春のやわらかな風に包まれる中、

約２週間の春休みを終えて、生徒たちが学校に戻ってきま

した。７日（火）の始業式では、新しい学年への期待に満

ちた生徒の表情があり、新年度のスタートという雰囲気が

伝わってきました。本校 2 年目となりました、校長の   

山本直樹です。よろしくお願いいたします。 

新しい年度のスタートは、「挑戦」と「希望」の節目と

なります。新しい仲間や先生との出会い、自分自身をもう

一歩成長させたいという思いなど、その一つ一つが、これ

からの1年間を支える大切な力になります。 

本校では今年度も、「誇りと志をもち、自ら考え行動できる生徒の育成」を目指し、教職員一

同、心を一つにして教育活動に取り組んでまいります。学びの中で、成功も失敗も経験しながら、

自分で考えて行動し、仲間と支え合える生徒の育成を大切にしていきたいと考えています。 

保護者の皆様、地域の皆様におかれましては、日頃より本校の教育活動に温かいご理解とご協

力をいただき、心より感謝申し上げます。今年度も学校・家庭・地域が手を携え、生徒の健やかな

成長を支えていきたいとおもいます。どうぞよろしくお願いいたします。 

さて、始業式では、「徳」について話をしました。メジ

ャーリーグで大活躍の大谷選手は進んで球場内外のゴミ

を拾うことで有名です。ごみを拾うことで運を拾う、運を

自分に引き寄せるといった高校時代の監督の教えが今で

も習慣として身についているそうです。 

日本では、古くから「徳を積む」という言葉があります。

徳とは、思いやり、謙虚さ、正義感、誠実さなど内面の美

しさを指します。徳を積むとは、困っている人に手を差し

のべる、相手の立場になって物事を考える、誰も見ていな

くても手を抜かずに責任を果たす、など損得勘定なく、見

返りを求めずにさりげなく行うことです。目立つような寄

付やボランティアではなく、日常の些細な場面で誠実さや

思いやりをもち続けることだといえます。そして、その積

み重ねが信頼を得て、自然と豊かな人生につながっていく

ことを伝えました。最後に、生徒玄関の側面に掲示されて

いる言葉を紹介しました。 

花は色 そして香り 人は心 そして優しさ  

徳の香る人になりたい 

誰も見ていなくても、胸を張れる行動ができる中学生になってほしいと願っています。 

桜満開の浦ノ崎駅 



 

 

先月の２４日の辞任式では、15 名の先生方とお別れをし

ましたが、この度の人事異動で17名の先生方が伊万里中学

校に赴任されました。3 年生の岩﨑雅さんが心をこめて歓迎

の気持ちを伝えてくれました。早く伊万里中学校や地域に慣

れていただきたいと思います。よろしくお願いします 

 

 

 

 

７日（火）赴任式 始業式 

８日（水）入学式準備 ２年生発育測定 

９日（木）入学式 

１０日（金）生徒指導・生徒会オリエンテーション １年生交通教室 ３年生発育測定 

１３日（月）歓迎集会 部活動紹介 歓迎レク 体育大会オリエンテーション 

１４日（火）１年生心臓健診 

１７日（金）１年生発育測定 

１９日（日）部活動休養日 家読の日 

２０日（月）眼科健診  

２１日（火）歯科検診  リーダー練習・パネル準備 開始    体育大会 5月15日（金） 

２２日（水）生徒会専門委員会 

２３日（木）3年生全国学習状況調査 2年生県学習状況調査 

２８日（火）授業参観 PTA総会 学年分会 

２９日（水）祝 昭和の日     

№ 職名 氏　名 前任校

1 教頭 坂井　謙太 国見中

2 事務長 藤井　陽太郎 大浦中

3 主幹教諭 野口　喜弘 国見中

4 養護教諭 古川　麻里子 山内中

5 教諭 山田　恵士 知事部局

6 教諭 平原　千奈美 唐津特支

7 教諭 山下　友裕 伊万里小

8 教諭 山田　大智 新採

9 教諭 築山　明宗 新採

10 教諭 永野　和人 国見中

11 教諭（短時間） 杵嶋　小百合 国見中

12 教諭（短時間） 東嶋　友美子 国見中

13 講師 長野　恵里 新任

14 講師 吉田　洋子 玄海みらい

15 非常勤 池田　昇 新任

16 非常勤 西山　太佳子 初任者指導

17 学校図書館 古﨑　由利穂 青嶺中


